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業
が
完
成
す
る
と
い
う
こ
と

を
心
に
留
め
て
欲
し
い
と
司

教
は
述
べ
た
。

さ
ら
に
、「
司
祭
は
キ
リ

ス
ト
の
代
理
者
」と
い
う
が
、

代
理
を
立
て
て
も
、
そ
こ
に

キ
リ
ス
ト
ご
自
身
は
お
ら
れ

る
。
救
い
を
求
め
る
人
が
現

れ
た
時
、
あ
な
た
と
共
に
キ

リ
ス
ト
は
い
て
、
そ
の
人
を

救
う
関
わ
り
を
キ
リ
ス
ト
が

し
て
い
る
。
そ
の
人
を
救
う

の
は
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
だ
が

「
見
え
な
い
、
そ
こ
に
い
る

キ
リ
ス
ト
の
心
」
を
見
え
る

形
で
表
し
て
欲
し
い
、
と
結

ん
だ
。

叙
階
式
の
後
、
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
が
開
か
れ
た
。
ベ
ト
ナ

ム
の
青
年
た
ち
、
城
北
橋
教

会
の
信
徒
た
ち
に
よ
る
歌
や

ダ
ン
ス
の
お
祝
い
が
新
司
祭

誕
生
の
歓
び
に
華
を
添
え

た
。祝

辞
を
述
べ
ら
れ
た
聖
心

布
教
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
管

区
ベ
ト
ナ
ム
修
道
院
長
の
ホ

ア
ン
神
父
が「
ト
ア
ン
に『
日

本
に
行
く
つ
も
り
は
あ
り
ま

す
か
』と
尋
ね
る
と
彼
は『
は

い
、
行
き
ま
す
』
と
１
秒
後

に
答
え
た
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
。
異
国
の
地
で
司
祭

と
し
て
生
き
て
い
く
ト
ア
ン

神
父
に
感
謝
で
あ
る
。

参
列
予
定
だ
っ
た
ト
ア
ン

神
父
の
家
族
の
来
日
は
叶
わ

な
か
っ
た
が
、
叙
階
式
や

パ
ー
テ
ィ
の
模
様
は
ベ
ト
ナ

ム
に
生
配
信
さ
れ
、
と
も
に

こ
の
秘
跡
を
喜
び
わ
か
ち
あ

え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

�（
城
北
橋
教
会　

広
報
委
員
）

６
月
６
日
～
９
日
と
七
尾

教
会
の
「
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
。
３
月
に
続
き

２
回
目
で
あ
り
、
今
回
の
参

加
は
私
を
合
わ
せ
て
５
人
で

あ
る
。

当
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
翌
日
以
降
の
活
動

内
容
の
確
認
を
し
た
。
今
回

は
土
曜
日
に
輪
島
の
重
蔵
神

社
で
行
わ
れ
て
い
る
各
地
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
支
援
物

資
、
地
元
住
民
の
農
作
物
の

仕
分
け
配
列
を
し
配
布
す
る

手
伝
い
を
行
っ
た
。
配
布
す

る
一
時
間
以
上
も
前
に
老
若

男
女
、
子
供
達
が
並
ん
で
い

た
。
一
時
間
あ
ま
り
で
300
人

位
の
人
が
配
布
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
山
の
上
に
い
る
住

民
に
水
の
配
布
を
行
い
、
輪

島
教
会
に
行
っ
た
。
写
真

で
は
確
認
し
て
い
た
が
内

陣
、
外
壁
の
剥
が
れ
は
予
想

以
上
だ
っ
た
が
、
同
席
し
た

一
級
建
築
士
の
方
が
、
赤
紙

を
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
土
台

の
下
が
液
状
化
現
象
し
て
い

て
も
土
台
が
し
っ
か
り
建
物

と
く
っ
つ
い
て
お
り
、
ま
た
、

増
築
部
分
が
地
震
の
力
を
分

散
さ
せ
て
お
り
そ
の
分
崩
壊

し
な
か
っ
た
と
専
門
家
の
意

見
を
述
べ
て
い
た
。
早
急
に

立
て
直
し
が
必
要
で
な
け
れ

ば
歴
史
的
価
値
が
あ
る
建
造

物
な
の
で
、
土
台
か
ら
横
移

動
を
し
て
建
物
を
残
し
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
て
い
た
。

輪
島
に
行
く
の
と
里
山
海

道
は
思
っ
た
以
上
に
酷
く
、

山
崩
れ
、
道
路
の
陥
没
、
道

路
の
凸
凹
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
並
み
で
車
一
台
が
何

と
か
通
れ
る
よ
う
に
行
政
が

工
事
を
し
て
い
る
が
、人
材
、

重
機
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
輪
島
市
内
に
入

る
と
あ
ち
こ
ち
で
崩
壊
し
た

家
屋
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お

り
手
つ
か
ず
の
状
況
だ
っ

た
。
火
災
の
現
場
は
数
日
前

よ
り
重
機
が
入
り
撤
去
を
開

始
し
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う

に
現
地
の
悲
惨
な
状
況
が
ま

だ
続
い
て
お
り
、
情
報
が
都

市
部
で
は
流
れ
て
い
な
い
の

で
メ
デ
ィ
ア
に
も
責
任
が
あ

る
と
思
う
。シ
ス
タ
ー
は「
こ

の
現
状
を
視
察
に
来
る
団
体

は
多
い
が
、“
の
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
”
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
く
れ
た

団
体
は
な
く
、
名
古
屋
教
区

に
於
い
て
も
青
年
以
外
参
加

し
て
く
れ
た
人
は
皆
無
だ
。」

と
話
し
て
い
た
。
確
か
に
視

察
よ
り
も
現
場
に
入
っ
て
汗

水
垂
ら
し
一
緒
に
働
く
事
に

よ
っ
て
被
害
の
大
き
さ
が
分

か
り
状
況
が
把
握
で
き
る
と

思
う
。
情
報
の
発
信
も
必
要

だ
。ス

タ
ッ
フ
の
長
井
さ
ん
が

現
在
は
一
人
な
の
で
仕
事
量

が
多
く
、
募
集
を
し
て
い
る

が
集
ま
ら
な
い
の
で
「
早
く

も
う
一
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
来

て
く
れ
な
い
か
」
と
懇
願
し

て
い
た
。

日
曜
日
は
５
月
よ
り
新
た

に
立
ち
あ
が
っ
た
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る

「
じ
ん
の
び
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を

ミ
サ
前
に
設
置
し
、
ミ
サ
後

オ
ー
プ
ン
し
、
住
民
の
話
し

相
手
を
し
た
り
、
飲
料
、
菓

子
の
提
供
の
手
伝
い
を
し

た
。
毎
週
担
当
が
決
ま
っ
て

お
り
、
提
供
品
が
い
ろ
い
ろ

変
わ
る
と
の
事
だ
。
今
回

は
金
沢
教
会
の
ベ
ト
ナ
ム
人

の
グ
ル
ー
プ
で
ベ
ト
ナ
ム
の

お
菓
子
を
前
日
夜
中
に
準
備

し
、
朝
、
金
沢
か
ら
運
転
し

て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
ち
な

み
に
第
一
は
金
沢
教
会
、
第

二
は
ベ
ト
ナ
ム
人
グ
ル
ー

プ
、
第
三
は
金
沢
教
会
、
第

四
は
富
山
教
会
、
第
五
は
不

定
期
（
６
月
は
名
古
屋
教
区

の
青
年
）
が
担
当
す
る
よ
う

で
あ
る
。

今
回
は
七
尾
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
行
わ
な
か
っ
た

が
、
前
回
行
っ
た
時
の
行
動

を
少
し
紹
介
す
る
。

【
活
動
内
容
】

カ
リ
タ
ス
の
作
業
内
容
は

軽
ト
ラ
（
Ａ
Ｔ
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）ま
た
は
２
ト
ン
車（
ミ
ッ

シ
ョ
ン
）
で
被
災
さ
れ
た
家

の
中
の
壊
れ
た
家
具
や
家

財
、
ガ
ラ
ス
一
式
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
と
仮
の

集
積
場
に
運
び
、
午
後
か
ら

は
小
分
け
し
た
物
を
集
積
場

に
運
搬
仕
事
が
メ
イ
ン
だ
。

（
危
険
を
伴
う
解
体
作
業
は

し
な
い
）

積
み
込
み
や
積
み
下
ろ
し

は
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

が
行
う
の
で
思
っ
た
よ
り

ハ
ー
ド
で
は
な
い
。
二
人
一

組
で
動
く
場
合
や
一
人
で
運

転
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
被

災
者
の
自
宅
ま
で
と
仮
置
き

場
の
場
所
の
ナ
ビ
操
作
が
出

来
れ
ば
大
丈
夫
だ
。

【
資
材
配
布
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
は
大
半
の
物
や
資
材
が
無

償
で
貸
し
出
さ
れ
、
提
供
さ

れ
て
い
た
。

内
容　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、軍
手
、

防
刃
手
袋
、マ
ス
ク
、雨
具
、

防
刃
中
敷
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
等

【
高
速
道
路
通
行
証
明
】

七
尾
社
会
福
祉
協
議
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

人
は
、
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
に
事
前
に
申
請
書
を
作

成
し
、
七
尾
社
会
福
祉
協
議

会
の
承
認
印
が
あ
れ
ば
往
復

無
料
に
な
る
。
詳
細
は
ネ
ッ

ト
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。
サ

イ
ト
名
は
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
車
両　

高
速
道
路
通

行
証
明
書
発
行
サ
イ
ト
」で
、

６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
は
通
れ

な
い
。（
そ
の
都
度
延
長
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
）

※�

大
阪
教
区
は
往
復
の
ガ
ソ

リ
ン
代
を
支
給
し
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

※�

布
池
教
会
は
片
道
の
交
通

費
（
Ｊ
Ｒ
、
高
速
バ
ス
、

夜
行
バ
ス
ま
た
は
高
速

代
）の
支
給
を
開
始
し
た
。

※�

関
東
圏
の
人
は
夜
行
バ
ス

で
早
朝
、
金
沢
に
来
て
市

内
見
学
等
を
行
っ
て
七
尾

に
入
る
よ
う
で
あ
る
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
た
い
と
思
う
人
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
」
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
る
。
各
地
の
社

会
福
祉
協
議
会
で
手
続
き
し

て
ほ
し
い
。
期
間
は
４
月
１

日
よ
り
一
年
間
で
250
円
か
ら

800
円
で
加
入
で
き
る
。
内
容

は
各
地
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
確
認
し
て
ほ
し
い
。
手
続

き
は
す
ぐ
で
き
る
。

�

（
布
池
教
会　

榎
戸
敬
三
）

５
月
25
日
㈯
の
午
後
、
聖

心
布
教
会
の
司
祭
叙
階
式

が
、
城
北
橋
教
会
に
お
い
て

松
浦
悟
郎
司
教
の
司
式
で
執

り
行
わ
れ
た
。
聖
心
布
教
会

に
と
っ
て
日
本
で
の
叙
階
式

は
39
年
ぶ
り
で
あ
る
。

司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
の

は
、
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
パ
ウ

ロ
・
レ
・
デ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
・

ト
ア
ン
新
司
祭
。
２
０
２
２

年
12
月
に
来
日
し
、
南
山
大

学
留
学
生
別
科
に
通
い
、
日

本
語
や
日
本
文
化
な
ど
の
勉

学
に
励
み
な
が
ら
叙
階
の
準

備
を
す
す
め
て
き
た
。

叙
階
の
儀

の
中
で
松
浦

司
教
の
訓
話

が
あ
っ
た
。

司
祭
の
具

体
的
な
職
務

を
果
た
す
の

に
大
切
な
の

は
「
司
祭
で

あ
る
こ
と
」、

「
司
祭
と
し

て
生
き
る
こ

と
」で
あ
る
。

病
気
や
高
齢
の
た
め
に
司
祭

職
が
果
た
せ
な
く
な
っ
て

も
、
神
の
前
に
司
祭
と
し
て

の
生
き
方
を
最
期
ま
で
貫
く

こ
と
は
で
き
る
。
生
涯
を
司

祭
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
支

え
る
の
は
「
キ
リ
ス
ト
が
私

の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
た
と

い
う
喜
び
」
で
あ
る
。
な
ぜ

私
の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
た

の
か
、
こ
れ
は
“
私
”
の
側

に
は
理
由
は
な
く
、
キ
リ
ス

ト
の
側
に
し
か
理
由
は
な
い

の
で
あ
る
。
例
え
れ
ば
、
1

万
個
の
ピ
ー
ス
の
パ
ズ
ル
の

欠
け
た
1
つ
が
“
私
”
な
の

で
あ
る
。
神
の
呼
び
か
け
に

「
は
い
、
喜
ん
で
従
い
ま
す
」

と
い
う
言
葉
と
尊
い
生
き
方

を
も
っ
て
、
そ
の
ピ
ー
ス
と

な
り
パ
ズ
ル
を
埋
め
、
神
の

教区ホームページ

福音の
ひびき

7月の説教者

7 日　年間第14主日
ナジ・エデルベルトゥス

（恵方町教会）

14日　年間第15主日
伴　八郎

（南山教会）

21日　年間第16主日
ファミニアラガオ・�

ファルディマール・バカリサ
（東海・長浦教会）

28日　年間第17主日
シュエ・ルイ・ジュン

（鳴海教会）

Ａ�

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ 

を
告
げ
に
出
て
い
こ
う
！

次
世
代
に
信
仰
を
い
か
に
つ
な
ぐ
か
？

 

「
隔
て
の
壁
」 

を
壊
し 

「
新
し
い
人
」 

に
な
ろ
う

教区設立100年 
後 の 課 題

ト
ア
ン
司
祭
叙
階
式

～
聖
心
布
教
会
、
日
本
で
39
年
ぶ
り
～

の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
て

の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
て輪島教会の被害 重蔵神社の様子
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名
古
屋
教
区
の
愛
岐
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
愛
知
県
と
岐
阜

県
内
の
春
日
井
、
高
蔵
寺
、

瀬
戸
、
多
治
見
、
瑞
浪
の
教

会
で
構
成
さ
れ
、
教
区
か
ら

の
情
報
や
各
教
会
の
様
子
を

情
報
交
換
し
合
う
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
年
４
回
行
っ
て
い

る
。
ま
た
年
に
一
度
の
「
兄

弟
の
集
い
」
が
５
月
26
日
に

あ
り
、
瀬
戸
教
会
を
会
場

に
老
若
男
女
が
50
人
近
く

集
ま
っ
た
。
昨
年
ワ
ー
ル
ド

ユ
ー
ス
デ
ー
リ
ス
ボ
ン
大
会

に
参
加
し
た
多
治
見
教
会
の

近
松
優
美
さ
ん
に
よ
る
講
演

が
あ
っ
た
。
映
像
か
ら
は
、

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
若
者

２
０
２
４
年
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ
が
「
よ
り
よ

い
未
来
の
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
難
民
移
住
移
動
者
委

員
会
の
主
催
で
、
５
月
12
日

㈰
カ
ト
リ
ッ
ク
南
山
教
会
で

開
催
さ
れ
た
。
愛
知
県
内
24

教
会
か
ら
300
名
近
く
の
参
加

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
国
々

の
人
々
と
心
を
一
つ
に
し
た

祈
り
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。

教
会
学
校
教
師
会
と
の
共

催
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

参
加
も
多
く
、
奉
納
で
は
ミ

サ
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

マ
リ
ア
様
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
作
っ
た
折
り
紙

の
ロ
ザ
リ
オ
と
、
よ
り
良
い

未
来
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

苗
木
が
奉
げ
ら
れ
た
。
共
同

祈
願
で
も
子
供
た
ち
に
よ

り
、「
イ
エ
ス
が
大
好
き
で

す
」「
友
達
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
す
」、
と
い
っ
た
素

直
な
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ

た
。松

浦
悟
郎
司
教
は
ミ
サ
の

説
教
で
、
主
の
昇
天
に
あ
た

り
「
イ
エ
ス
は
私
た
ち
の
傍

に
い
る
。
イ
エ
ス
は
目
に
見

え
な
く
な
っ
た
が
、
見
え
る

形
で
教
会
が
あ
る
。」
と
子

ど
も
た
ち
に
も
わ
か
り
易
く

話
さ
れ
た
。

聖
歌
は
、
様
々
な
国
の
人

が
知
っ
て
い
る
明
る
く
元
気

の
出
る
曲
が
選
ば
れ
、
暮
林

響
神
父
が
組
織
し
た
バ
ン
ド

に
よ
る
演
奏
と
参
加
者
に
よ

る
手
拍
子
で
盛
り
上
が
っ

た
。
ま
た
、
拝
領
の
際
に
ベ

ト
ナ
ム
の
青
年
た
ち
に
よ

り
歌
わ
れ
たD
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À
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の
柔
ら
か
な
歌
声
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
。

ミ
サ
後
の
料
理
持
ち
寄
り

に
よ
る
茶
話
会
で
は
、
子
供

た
ち
は
司
教
企
画
の
じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ

た
。
教
皇
来
日
の
記
念
メ
ダ

ル
、
ロ
ザ
リ
オ
な
ど
の
景
品

が
用
意
さ
れ
、
子
供
た
ち
は

大
喜
び
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
各
テ
ー
ブ
ル
と
も

話
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

豊
か
な
交
わ
り
の
場
と
な
っ

た
。

（
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
）

今
年
度
の
第
一
回
宣
教
司

牧
評
議
会
が
６
月
２
日
㈰
14

時
か
ら
17
時
ま
で
カ
ト
リ
ッ

ク
布
池
教
会
地
下
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
松
浦
悟
郎
司
教

を
は
じ
め
各
委
員
会
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
35
名
が
出

席
し
た
。
松
浦
司
教
の
導
き

に
よ
っ
て
、
全
員
で
開
会
の

祈
り
と
し
て
主
の
祈
り
を
捧

げ
て
始
め
ら
れ
た
。

確
認
・
報
告
事
項
と
し
て

は
、
先
に
、
カ
リ
タ
ス
の
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
、
片

岡
義
博
神
父
よ
り
能
登
半
島

地
震
被
災
地
へ
の
視
察
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
教

区
で
の
支
援
を
考
え
て
も
ら

う
た
め
の
土
台
と
し
て
、
６

月
29
日
㈯
と
７
月
20
日
㈯

で
、
ま
ず
は
名
古
屋
教
区

の
方
々
に
現
地
視
察
案
が

示
さ
れ
た
。
今
回
の
被
災

地
視
察
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
宣
教
司
牧
評
議
会
の
メ

ン
バ
ー
、
各
教
会
の
社
会
委

員
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
今
日
の
評
議
会

で
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
確

認
、
報
告
事
項
は
、
今
年
度

行
事
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
分
担
表

の
確
認
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

金
銀
祝
行
事
に
つ
い
て
、
卯

辰
山
殉
教
者
祭
に
つ
い
て
、

２
０
２
３
年
度
の
宣
教
司
牧

評
議
会
の
決
算
に
つ
い
て
の

報
告
、
高
齢
者
へ
の
司
教
祝

福
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
で
あ
る
。

そ
の
他
、
宣
司
評
の
各
文
書

送
付
方
法
に
つ
い
て
は
メ
ー

ル
を
主
な
通
信
手
段
と
し
て

使
用
す
る
と
の
確
認
が
あ
っ

た
。審

議
事
項
は
、
今
年
度
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
、
こ
こ

数
年
聖
香
油
ミ
サ
の
中
で

行
っ
て
き
た
が
、
昨
年
か
ら

聖
香
油
ミ
サ
と
別
に
す
る
の

か
否
か
を
検
討
し
、
今
年
度

も
聖
香
油
ミ
サ
中
に
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
８
月
の
平
和

旬
間
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
名
古
屋
地
区
は
８
月
11

日
㈰
布
池
教
会
で
の
平
和
に

つ
い
て
「
命
を
守
る
平
和
の

大
切
さ
」
を
子
ど
も
た
ち
と

共
に
考
え
る
企
画
、
名
古
屋

教
区
青
年
司
牧
部
主
催
の
中

高
生
対
象
の
「
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
合
宿
」
企
画
、
北

陸
地
区
の
平
和
旬
間
行
事
は

８
月
12
日
㈪
午
後
１
時
か
ら

の
企
画
提
案
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
先
に
述
べ
ら
れ

た
能
登
被
災
地
視
察
企
画
の

提
案
を
受
け
て
対
象
者
、
経

費
、
視
察
後
の
こ
と
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
、議
論
の
後
、

宣
教
司
牧
評
議
会
で
さ
ら
に

旅
費
は
支
給
、
宿
泊
費
は
援

助
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

復
興
支
援
に
関
し
て
、
司
教

よ
り
災
害
復
興
支
援
金
寄
付

の
中
か
ら
該
当
者
へ
の
一
時

金
、
見
舞
金
、
名
古
屋
教
区

へ
の
寄
付
、
募
金
は
教
区
で

教
会
関
係
復
興
の
支
援
に
用

い
る
こ
と
や
今
後
の
復
興
支

援
を
考
え
る
必
要
が
示
さ
れ

た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
で
能
登

半
島
震
災
や
そ
の
復
興
支
援

か
ら
考
え
ら
れ
る
教
区
と
し

て
の
防
災
、
減
災
の
中
・
長

期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
た
。

お
知
ら
せ
は
、
①
９
月
の

全
国
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
②
６
月
８

日
㈯
の
信
徒
使
徒
職
大
会
、

③
一
粒
会
よ
り
東
京
の
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
に
て
開

催
予
定
の
「
ザ
ビ
エ
ル
祭
」

と
６
月
30
日
㈰
の
「
一
粒
会

の
集
い
」（
東
海
地
区
）
が

あ
っ
た
。

閉
会
に
は
、
全
員
で
「
災

害
被
災
者
の
た
め
の
祈
り
」

を
捧
げ
た
。

た
ち
（
150
万
人
）
の
熱
気
と

そ
れ
を
支
え
る
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
教
会
の
様
子
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
近
松
さ
ん

の
話
を
聞
い
て
、
神
様
に

よ
っ
て
世
界
中
の
人
々
が
平

和
に
導
か
れ
て
い
る
こ
と
、

司
祭
や
司
教
に
身
近
に
触

れ
、
親
し
み
を
感
じ
な
が
ら

も
、
聖
職
者
は
神
の
息
子
と

し
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
、

神
は
、
一
人
一
人
を
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
祈
り
の
力
、

信
仰
の
見
直
し
な
ど
、
彼
女

の
受
け
た
恵
み
の
お
裾
分
け

し
て
も
ら
っ
た
気
分
で
あ
っ

た
。
講
演
後
、
７
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
感
想
や
自
己

紹
介
な
ど
５
年
ぶ
り
に
信
徒

同
士
の
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
後
３
人
の
司

祭
の
共
同
司
式
ミ
サ
に
よ
っ

て
三
位
一
体
の
祝
日
を
恵
み

の
う
ち
に
過
ご
し
た
。

�

（
太
田
智
恵
子
）

竹
谷
神
父
様
は
、
長
年
、

後
援
会
会
長
を
務
め
て
名
古

屋
ダ
ル
ク
の
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
私

達
と
竹
谷
神
父
様
の
繋
が
り

を
、
少
し
分
か
ち
合
わ
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。名

古
屋
ダ
ル
ク
が
誕
生
し

た
の
は
今
か
ら
35
年
ほ
ど
前

（
１
９
８
９
年
）
に
な
り
ま

す
。
当
時
は
薬
物
依
存
症
の

こ
と
は
ま
だ
理
解
さ
れ
ず
、

建
物
を
借
り
る
の
も
大
変
で

し
た
。
北
区
に
場
所
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
活

動
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。
支

援
協
力
の
お
願
い
を
し
て

回
っ
て
い
た
と
、
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
竹
谷
神
父
様
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
１
９
９
０
年
ご
ろ

に
ダ
ル
ク
後
援
会
が
誕
生
し

た
そ
う
で
す
。

竹
谷
神
父
様
は
、
後
援
会

と
し
て
ど
の
よ
う
に
資
金
を

集
め
よ
う
か
試
行
錯
誤
し
て

く
れ
ま
し
た
。
時
に
は
教
会

の
前
で
秋
刀
魚
を
売
っ
た

り
、
売
れ
る
も
の
は
な
ん
で

も
売
っ
て
ダ
ル
ク
の
活
動
を

支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
支
援
金
を
集

め
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発

行
し
て
賛
助
会
員
を
募
り
、

支
援
金
を
集
め
た
り
広
報
活

動
を
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
か
ら
補
助
金
が

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
ま

で
、
後
援
会
会
長
と
し
て
、

や
れ
る
こ
と
は
な
ん
で
も

や
っ
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
し
た
。

竹
谷
神
父
様
は
と
て
も

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
人
で

（
笑
）、
お
酒
が
好
き
で
人
付

き
合
い
が
苦
手
で
、
よ
く
人

に
も
怒
鳴
っ
た
り
す
る
方
で

し
た
。
ち
ょ
っ
と
怖
そ
う
な

雰
囲
気
で
正
直
、
関
わ
り
に

く
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

岐
阜
ダ
ル
ク
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
た
め
に
竹
谷
神
父
様
を

訪
問
し
て
、
企
画
の
説
明
を

し
ま
し
た
が
断
ら
れ
て
し
ま

い
、
頭
を
悩
ま
せ
て
ダ
ル
ク

に
戻
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
仲
間
に
背

中
を
押
さ
れ
、
勇
気
を
持
っ

て
、も
う
一
度
ア
ポ
を
取
り
、

会
い
に
行
き
ま
し
た
。
恐
れ

で
一
杯
の
私
は
一
生
懸
命
説

明
を
し
て
み
る
と
、
な
ん
と

了
承
し
て
も
ら
え
ま
し
た
！

困
っ
て
い
る
人
を
放
っ
て

置
け
な
い
神
父
様
は
、
私
に

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
た
と
え
周

り
の
反
対
が
あ
ろ
う
と
も
助

け
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
愛

が
深
い
人
だ
と
後
に
な
り
わ

か
り
ま
し
た
。

神
父
様
が
い
な
け
れ
ば
今

の
名
古
屋
ダ
ル
ク
は
な
い
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
人
を

失
っ
た
こ
と
は
本
当
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
が
、
神
父
様

が
伝
え
て
く
れ
た
ス
ピ
リ
ッ

ト
は
今
も
名
古
屋
ダ
ル
ク
と

共
に
あ
り
ま
す
。

（
名
古
屋
ダ
ル
ク
代
表

�

倉
地
光
一
）

３
月
に
帰
天
し
た
竹
谷
基
神
父
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た

ダ
ル
ク
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
寄
稿
文
を
紹
介
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ

「
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に
」

今
年
度
第
１
回

�

宣
教
司
牧
評
議
会
が
行
わ
れ
る

２
０
２
４
年
度

愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
兄
弟
の
集
い

�

in
瀬
戸　

報
告

名
古
屋
ダ
ル
ク
と
竹
谷
神
父
様
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５
月
３
、
４
日
に
小
牧
ワ

イ
ナ
リ
ー
春
の
葡
萄
酒
ま
つ

り
を
開
催
し
た
。
今
年
は
天

候
に
恵
ま
れ
大
勢
の
お
客
様

に
来
場
し
て
頂
き
、
盛
況
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。
毎
年

３
日
間
行
っ
て
き
た
が
、
今

回
は
２
日
間
と
内
容
を
吟
味

し
、
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
と
仲

間
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

の
協
力
が
あ
っ
て
目
標
額
を

超
え
る
売
り
上
げ
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
は
主
力
商
品
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ

ン
が
非
常
に
好

評
だ
っ
た
。
ま

た
、
ブ
ド
ウ
の

搾
り
か
す
か
ら

つ
く
っ
た
天
然

酵
母
で
地
元
特

産
の
パ
ン
を
使

用
し
て
、
名
古

屋
経
済
大
学
管

理
栄
養
学
科
の

学
生
た
ち
が
考

案
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
も
販
売
し
、

完
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
のSD

Gs

な

取
り
組
み
が
着
実
に
実
を
結

ん
で
い
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ

ア
ー
（
圃
場
＆
醸
造
の
説
明

と
ワ
イ
ン
の
テ
ィ
ス
テ
ィ
ン

グ
）
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
は
募
集
定
員
を
超
え
る
盛

況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
働
く
仲
間

は
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が

ら
、
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
た
。

仲
間
た
ち
の
感
想

〈
緒
方
章
一
さ
ん
〉

１
日
目
は
名
古
屋
経
済
大

学
の
学
生
さ
ん
と
売
り
子
を

や
り
ま
し
た
。
緊
張
し
ま
し

た
。２

日
目
は
焼
き
台
で
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
を
売
り
ま
し

た
。
熱
か
っ
た
け
ど
頑
張
り

ま
し
た
。

〈
林
聖
也
さ
ん
〉

僕
は
シ
ョ
ッ
プ
と
売
り
子

を
担
当
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ

プ
で
は
ワ
イ
ン
を
買
っ
て
く

れ
た
お
客
さ
ん
に
ワ
イ
ン
を

袋
に
入
れ
て
渡
す
係
を
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
に
ワ
イ
ン
と
生
ハ
ム
を

買
っ
て
も
ら
い
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

〈
岩
本
香
代
さ
ん
〉

私
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

売
り
ま
し
た
。
小
さ
い
子
や

障
害
を
も
っ
た
子
に
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
の
や
り
方
を
教
え

て
あ
げ
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い

お
客
さ
ん
が
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方
が
来

て
仲
間
も
買
っ
て
く
れ
た
の

で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
お
昼

ご
飯
に
海
鮮
焼
き
そ
ば
と
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
買
い
ま
し

た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

「
樹
の
会
」
は
２
０
２
４

年
度
の
総
会
と
講
演
会
を
、

５
月
26
日
㈰
に
Ａ
Ｊ
Ｕ
自

立
の
家
サ
マ
リ
ア
ハ
ウ
ス
で

は
「
恵
方
町
に
ぎ
わ
い
ひ
ろ

ば
」
を
開
催
し
た
。
主
催
は

障
害
当
事
者
を
実
行
委
員
長

と
す
る
、
恵
方
町
に
ぎ
わ
い

ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
ま
で
は
、
バ

ザ
ー
「
わ
だ
ち
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
４
年
間
、
開
催
中

止
と
な
り
途
切
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
地
域
住
民
の
皆
様
と

の
交
流
の
機
会
を
再
び
作
ろ

う
と
イ
ベ
ン
ト
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
以
前
よ
り
近
く
で

５
月
18
日
に
膳
棚
教
会
で
開

い
た
。
総
会
で
は
、
昨
年
度

の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

続
き
今
年
度
の
活
動
計
画

案
、
予
算
案
も
つ
つ
が
な
く

承
認
さ
れ
た
。
今
年
度
は
役

員
の
交
代
は
な
く
、
会
長
金

森
タ
イ
（
膳
棚
）、
副
会
長

千
村
か
つ
子
（
東
山
）、
会

計
松
坂
美
幸
（
東
山
）、
日

カ
連
理
事
中
島
眞
理（
布
池
）

が
引
き
続
き
任
に
当
た
る
こ

と
で
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。「樹

の
会
」
が
年
間
を
通

し
て
支
援
し
、
活
動
し
て
い

る
主
な
団
体
は
次
の
通
り
、

東
京
新
聞
社
会
部
記
者
、

望
月
衣
塑
子
さ
ん
を
５
年
ぶ

り
に
迎
え
、
講
演
会
を
５
月

来
場
者
と
交
流
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
目
指
し
た
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の

人
々
が
来
場
し
た
。

会
場
で
は
、
ウ
サ
ギ
と
の

ふ
れ
あ
い
ブ
ー
ス
や
焼
き
そ

ば
、ク
ロ
ッ
フ
ル（
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
の
生
地
で
作
っ
た
ワ
ッ

フ
ル
）
の
販
売
が
あ
り
、
子

ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
お

ま
つ
り
と
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
は
車
い
す
体

験
ブ
ー
ス
を
作
り
、
車
い
す

利
用
者
か
ら
操
作
方
法
を
教

え
て
も
ら
い
、
来
場
者
が
必

死
に
車
い
す
の
輪
っ
か
を
回

し
て
小
さ
い
坂
を
上
っ
た

り
、
恐
る
恐
る
電
動
車
い
す

を
操
作
し
た
り
す
る
姿
が

あ
っ
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に

も
あ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
的
球
に
向
か
っ

て
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
い
か
に

①
福
信
館
炊
き
出
し
②
児
童

養
護
施
設
「
麦
の
穂
学
園
」

③
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
「
か
け
こ

み
女
性
セ
ン
タ
ー
あ
い
ち
」

④
岐
阜
ダ
ル
ク
女
性
ハ
ウ
ス

⑤
船
員
支
援
「
ス
テ
ラ
マ
リ

ス
⑥
世
界
祈
祷
日
の
担
当

⑦
円
ブ
リ
オ
（
胎
児
の
生
命

を
護
り
、
そ
の
命
が
成
り
立

つ
よ
う
働
い
て
い
る
団
体
）

⑧
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
団

体
連
盟
（
日
カ
連
）
に
加
盟

し
共
働
。

金
森
会
長
は
故
ホ
イ
ヴ
ェ

ル
ス
神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）

の
「
人
生
の
最
晩
年
に
ベ
ッ

ド
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
も
、
私
は
祈
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
を

持
っ
て
挨
拶
し
、
最
後
の
最

後
ま
で
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
て
進
む
こ
と
を
、

出
席
会
員
一
同
、
心
に
誓
い

合
っ
た
。

総
会
に
続
き
、
山
野
聖
嗣

神
父
（
港
教
会
主
任
、
カ
リ

タ
ス
福
祉
委
員
会
担
当
司

祭
）
が
「
旧
約
聖
書
～
新
約

聖
書
へ
の
扉
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
を
行
っ
た
。
骨
子
は
次

の
通
り
。
ま
ず
、
マ
タ
イ
22

章
か
ら
イ
エ
ス
の
教
え
る
神

の
国
の
義
、
つ
ま
り
最
も
大

切
な
掟
で
あ
る
「
神
へ
の

愛
」、「
人
へ
の
愛
」
が
語
ら

れ
た
。
次
に
一
気
に
遡
っ
て

旧
約
聖
書
に
あ
る
人
間
の
罪

の
赤
裸
々
な
姿
を
、
例
と
し

て
「
創
世
記
」
の
弟
ア
ベ
ル

を
殺
し
て
ま
で
自
分
の
立
場

を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
カ

イ
ン
の
生
き
方
、
サ
ム
エ
ル

記
下
11
章
の
ダ
ビ
デ
王
の
犯

し
た
罪
は
モ
ー
セ
の
十
戒
の

殆
ど
を
破
る
も
の
だ
と
語
っ

た
。
イ
エ
ス
の
苦
し
み
の
生

涯
の
全
て
は
、
既
に
旧
約
の

詩
編
22
章
で
預
言
さ
れ
て
お

り
、
改
め
て
人
間
の
罪
の
歴

史
を
思
い
、
神
が
最
愛
の
御

子
を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
っ
た

救
い
の
意
味
を
深
く
味
わ
っ

た
。�

（
会
長　

金
森
タ
イ
）

「
樹
の
会
」
案
内

�『
ミ
サ
と
例
会
』

　

�

毎
月
第
２
火
曜
日
午
前�

９
時
30
分
～　

カ
ト
リ
ッ

ク
膳
棚
教
会
に
て

�『
入
会
』
ご
希
望
の
方
は
事

務
局
ま
で

　

�

電
話　

０
９
０

－

７
０
２

４

－

９
６
２
６

　

�

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
２

－

８
４

１

－

９
８
８
５
（
金
森
）

18
日
㈯
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
。
参
加
者
は
335
人

だ
っ
た
。
ガ
ザ
へ
の
募
金
は

３
３
９
７
６
円
で
、
全
額
ユ

ニ
セ
フ
に
送
金
し
た
。

望
月
さ
ん
の
話
は
、
ガ
ザ

の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態
か

ら
は
じ
ま
り
、
５
年
間
で
43

兆
円
の
防
衛
費
の
増
額
、
日

米
新
型
り
ゅ
う
弾
砲
の
共
同

開
発
、
自
衛
隊
の
155
ミ
リ

り
ゅ
う
弾
砲
を
ア
メ
リ
カ
に

提
供
す
る
検
討
な
ど
が
話
さ

れ
た
。
全
国
の
自
衛
隊
基
地

に
核
シ
ェ
ル
タ
ー
を
建
設
す

る
計
画
や
、
日
本
の
防
衛
産

業
を
強
化
し
、
国
営
化
も
視

野
に
入
れ
る
法
案
も
準
備
し

て
い
る
。
南
西
諸
島
の
ミ
サ

イ
ル
基
地
増
強
が
進
め
ら
れ

て
い
て
、
与
那
国
島
で
は
、

ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
新
設
、
軍

港
を
つ
く
り
２
０
０
０
メ
ー

ト
ル
の
滑
走
路
延
長
が
行
わ

れ
て
い
て
、
島
民
の
避
難
も

計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

官
邸
の
機
密
費
が
、
メ
デ
ィ

ア
対
策
に
も
、
選
挙
・
国
会

対
策
費
に
も
使
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
告
発
も

あ
っ
た
。
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
問
題

に
も
言
及
し
て
、
実
態
の
様

子
と
報
道
さ
れ
な
い
問
題
を

話
さ
れ
た
。
最
後
に
、
政
府

を
し
ば
る
憲
法
九
条
と
平
和

憲
法
を
変
え
さ
せ
な
い
運
動

を
拡
げ
る
重
要
性
を
語
っ

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
圧

倒
的
な
話
し
ぶ
り
の
90
分
で

あ
っ
た
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

「
平
和
ボ
ケ
し
て
い
る
私

た
ち
に
、
一
喝
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」

「
望
月
さ
ん
の
お
話
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
圧
倒

的
な
迫
力
で
ガ
ン
ガ
ン
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の
場

所
で
、
も
っ
と
も
っ
と
や
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。」

「
読
売
・
日
経
が
軍
拡
路

線
を
堂
々
と
主
張
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
聞
き
し

に
勝
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

望
月
さ
ん
に
感
服
。」

「
自
民
党
そ
の
も
の
の
腐

敗
と
同
時
に
大
軍
拡
の
危
機

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
強
く

感
じ
ら
れ
た
。」

（
社
会
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
団
体
お
か
ざ
き
九
条
の
会

�

平
井
義
朗
）

自
分
の
投
げ
た
ボ
ー
ル
を
的

球
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
競

技
で
あ
る
。
参
加
者
同
士
も

対
戦
形
式
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

各
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
る
と
景
品
が
も

ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

あ
り
、
思
い
思
い
に
、
に
ぎ

わ
い
ひ
ろ
ば
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家　

�

林 

佑
亮
）

2024年　平和旬間について
　今年も平和旬間（8月6日～15日）が近づいて
いる。世界では大変な紛争、戦争が続き、国際
社会の分断も起こっている中、日本も敵地攻撃
を可能にし、兵器を作って輸出する道も開き、
戦争できる国へと向かっている。教皇フランシス
コも平和のために世界に向けて発信し続けてお
り、私たちも、教皇と心を一つにして平和のた
めに祈り、できることを共に考える機会としたい
という松浦悟朗司教の意向が先頃、発表された。
　今年の企画は下記の通りである。

平和旬間テーマ
　「いのちを守る・平和を築く
　～こどもとともに考える平和～」

＊名古屋カテドラル（布池教会）での企画
　8月11日（日）
　13：30　�第一部（大聖堂地下ホール）�

動画を観て、大人とこどもに分かれ
て分かち合う

　15：00　�第二部（大聖堂）�
平和祈願ミサ（松浦司教司式）

＊北陸ブロック（金沢教会）
　8月12日（月・祝）
　13：00　�第一部　おはなしとコーラス�

第二部　平和祈願ミサ（松浦司教司式）

第16回平和祈念の集い
テーマ「平和をつなぐ」�

―平和の備えは何によって出来るのか？―
講師　小林武�氏　沖縄大学客員教授

日　時　8月4日（日）
　　　　13：00～15：00（開場12：30）
場　所　カトリック南山教会聖堂
　　　　�（名古屋市昭和区南山町1　地下鉄鶴舞

線「いりなか」下車徒歩5分）
プログラム　講話　�「憲法9条を手に―沖縄で

考える」
　　　　　　合唱　南山教会聖歌隊
　　　　　　�朗読　「沖縄戦最後の証言」より�

平和を求める祈り
主　催　�南山教会信徒　名古屋友の会会員有志　

ピース9の会
共　催　南山教会社会委員会
連絡先　TEL�080-3066-3433　井爪光子

Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
・
小
牧
ワ
イ
ナ
リ
ー

「
春
の
葡
萄
酒
ま
つ
り
」

恵
方
町
に
ぎ
わ
い
ひ
ろ
ば

名
古
屋
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会

「
樹
の
会
」
第
17
回
総
会

お
か
ざ
き
九
条
の
会
憲
法
の
つ
ど
い

望
月
衣
塑
子
さ
ん
、�

�

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
語
る
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

7
月
の
教
会
暦

１
日
㈪�

福
者
ペ
ト
ロ
岐
部
司
祭
と
187
殉

教
者
（
記
）

３
日
㈬�

聖
ト
マ
使
徒
（
祝
）

７
日
㈰�

年
間
第
14
主
日

11
日
㈭�

聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
長

（
記
）

14
日
㈰�

年
間
第
15
主
日

15
日
㈪�

聖
ボ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ラ
司
教
教
会

博
士
（
記
）

21
日
㈰�

年
間
第
16
主
日

22
日
㈪�

聖
マ
リ
ア
（
マ
グ
ダ
ラ
）（
祝
）

25
日
㈭�

聖
ヤ
コ
ブ
使
徒
（
祝
）

26
日
㈮�

聖
マ
リ
ア
の
両
親　

聖
ヨ
ア
キ

ム
と
聖
ア
ン
ナ
（
記
）

28
日
㈰�

年
間
第
17
主
日

29
日
㈪�

聖
マ
ル
タ　

聖
マ
リ
ア　

聖
ラ

ザ
ロ
（
記
）

31
日
㈬�

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
（
ロ
ヨ
ラ
）
司

祭
（
記
）

8
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

４
日
㈰�

年
間
第
18
主
日

６
日
㈫�

主
の
変
容
（
祝
）

６
日
㈫
～
15
日
㈭

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

11
日
㈰�

年
間
第
19
主
日

15
日
㈭�

聖
母
の
被
昇
天
（
祭
）

18
日
㈰�

年
間
第
20
主
日

25
日
㈰�

年
間
第
21
主
日

教
区
行
事
予
定

7
月

１
日
㈪�

北
陸
Ｂ
司
祭
会
議
＊

６
日
㈯�

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

７
日
㈰�

城
東
Ｂ
会
議
／
愛
岐
Ｂ
司
祭
会

議

８
日
㈪�

城
北
Ｂ
司
祭
会
議

９
日
㈫�

樹
の
会
／
正
義
と
平
和
委
定
例

会

11
日
㈭�

顧
問
会
＊

13
日
㈯�

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
／
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒

協
役
員
会

14
日
㈰�

三
河
Ｂ
会
議
・
司
祭
会
議

16
日
㈫�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

17
日
㈬�

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

20
日
㈯�
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

21
日
㈰�
城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議

25
日
㈭�

月
集
＊

30
日
㈫�

城
南
Ｂ
司
祭
会
議

8
月

４
日
㈰�

三
河
Ｂ
「
平
和
旬
間
ミ
サ
」

６
日
㈫
～
15
日
㈭

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

10
日
㈯�

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
／
信
徒
協
役
員
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チャリティーサマーコンサート
日　時　�8月24日（土）
　　　　13：30開始（開場13：00）～14：45終了予定
場　所　カトリック高蔵寺教会聖堂
交　通　①�グルッポふじとうの駐車場に駐車後、烏洞橋を渡

り徒歩13分
　　　　②�公共機関 JR高蔵寺駅北口から名鉄バスにて烏洞橋

下車徒歩8分
内　容　聖歌・歌謡曲・唱歌・オルガン演奏など
　　　　（参加者全員で歌って踊るコーナーあり）
参加費　無料＝募金箱を設置して義援金を集めます。
　　　　どなたでも気軽におこしください。
送金先　エスナック教育里親グループ
目　的　�バングラディシュ（ファティマ教会地域）の竜巻被害

地域に、オブレート修道会を通して義援金を届けます。
主　催　チャリティーコンサート実行委員会（川口）
問合せ　TEL�080-5106-0127

〈カルメル修道会日比野修道院、黙想企画〉

【旧約聖書から学ぶキリスト教霊性】
―キリストの十字架の恵みをより味わうために―

日　時　7月20日（土）　14：30～16：30
テーマ　レビ記の全体構造とメッセージ①
　　　　�―シャロームの実現のために、神の創造

のわざを引き継ぐ―
持ち物　必ず聖書（旧約＋新約）をご持参ください。
場　所　�カルメル会日比野修道院（日比野教会）、

参加費無料
　　　　どなたでもご自由にご参加下さい。
担　当　志村武神父（カルメル修道会）
問合せ　日比野修道院（052-671-1003）
以降の予定　�9月21日（土）、10月19日（土）、�

11月16日（土）

【静修の集い】
日　時　10月26日（土）　10：00～15：00
講話担当　九里彰神父（カルメル修道会）
スケジュール　�講話①、ご聖体顕示、昼食、�

講話②、ミサ、茶話会
参加費　無料（自由献金をお願い致します）。
　　　　どなたでもご自由にご参加ください。
持ち物　昼食（各自持参）、聖書（旧約＋新約）
問合せ　日比野修道院（052-671-1003）

日本カトリック平和旬間�
� 8月6日から15日まで
　1981年、聖ヨハネ・パウロ二世教皇は広島で、「過去を振り
返ることは、将来に対する責任を担うことである」と述べら
れた。戦争を振り返り、平和を思う時、平和は単なる願望で
はなく、具体的な行動でなければならない。そこで日本のカ
トリック教会は、その翌年、もっとも身近で忘れることので
きない、広島や長崎の事実を思い起こすのに適した8月6日か
ら15日までの10日間を「日本カトリック平和旬間」と定めた。

お詫びと訂正
　6月号4面「一粒会の集い」の案内記事で、講演者のアルディ・
ハヨン神父の名前がまちがっていましたので、下記のように
訂正し、お詫びします。
　誤：ヨハン　→　正：ハヨン

日本カトリック神学院の

ザビエル祭2024に一緒に行こう！
出発日　11月23日（土・祝）／日帰り
行き先　日本カトリック神学院（東京都練馬区関町東2-7-10）
主な行程　�（東海地区）JR名古屋駅より新幹線で東京へ、�

（北陸地区）JR金沢駅・富山駅より新幹線で大宮�
（または東京）へ、�
JR、西武鉄道を乗り継いで神学院へ行きます。�
ザビエル祭の企画を午後2時頃まで楽しみ、帰路・
新幹線でそれぞれ名古屋・金沢・富山へ。

集　合　�（東海）JR名古屋駅 朝6時、�
（北陸）JR金沢駅 朝5時半・JR富山駅 朝6時

＊詳細は出発の2週間前にお知らせします。
参加費用　6,000円（往復交通費、昼食代）
募集対象　中学生以上の男女、および保護者
定　員　東海地区・北陸地区・スタッフも含め全部で30名
申込先　（郵便）　�461-0004 名古屋市東区葵2-6-35　�

カトリック名古屋教区本部事務局内　�
一粒会・平田豊彦神父

　　　　（FAX）　�052-935-2254　カトリック名古屋教区本部
事務局内　一粒会・平田豊彦神父

※申込受付後、参加費用の振込先を連絡します。
※申込〆切　8月31日（土）　必着
問合せ　�山内雪（090-8420-2318）、菅野成之（090-6691-8025）、

西村由美子（090-1279-9932）
主　催　名古屋教区一粒会・青少年司牧部・中高生会

2024年度　正義と平和委員会　学習会

第 1回「PFAS問題」
日　時　7月9日（火）　10：30～12：00
会　場　福信館2階（布池教会東）
講　師　�浅野幸治氏（正義と平和委員会委員、豊田工業大学

特任准教授）
主　催　カトリック名古屋教区正義と平和委員会
連絡先　浅井幸治　TEL�090-8860-3627
　　　　どなたでも参加できます。無料

「ただいま、つなかん」�
第48回日本カトリック映画賞に決定

　放送、映画、視聴覚メディアに携わるカトリックの国際的団体 SIGNIS
（世界カトリックメディア協会、本部ベルギーのブリュッセル）の日本
組織 SIGNIS�JAPAN（カトリックメディア協議会、会長：土屋至）は、
2023年度「日本カトリック映画賞」にドキュメンタリー映画『ただいま、
つなかん』〔風間研一監督、115分、制作著作：文化工房〕を決定し、7月
6日（土）星陵會舘ホール（東京都千代田区永田町）にて、上映及び授賞
式と、風間監督と SIGNIS�JAPAN顧問司祭、晴佐久昌英神父の対談を行
なった。
　「日本カトリック映画賞」は、前年の12月から次の年の11月までに日本
国内で制作・公開された映画の中からカトリックの世界観と価値観に最
も適う作品を選び、贈られるもので、今年で48年目を迎える。今回の受
賞作『ただいま、つなかん』は、東日本大震災で被災した宮城県唐桑町
の牡蠣養殖業・菅野和亨・一代夫妻と彼らの基に集まってきた大勢のボ
ランティアの若者たちとの交流を描く感動的なドキュメンタリー映画で
ある。
　SIGNIS�JAPAN顧問司祭の晴佐久神父は、受賞理由の中で「この作品
展は、「復活」の映画だ。一見そこには、この世の絶望が映っているよう
にも見える。突然襲ってくる津波の悲劇や、愛する人との理不尽な死別。
さらには、生活を破壊するウイルスの流行。現実の十字架は、あまりに
も過酷だ。しかし、よく見るとそこには、絶望を優しく包み込む希望が
映っている」と述べ、この作品を「第一級のドキュメンタリー映画」で、
「いまなお試練の内にある人に復活の未来を見せてくれる、ときめく映画」
と称賛し、最大限の評価を与えている。

福 信 館福 信 館

ゴ
ー
ル

達成率
約88.9％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

668件 35,573,214円
目標額 40,000,000円
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（5月末現在）


